
昨
年
度
実
績
の
申
請
ミ
ス
で
、

国
の
介
護
給
付
費
財
政
調
整
交

付
金
が
８
０
０
０
万
円
過
少
交

付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
決
算
認

定
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
最
終

日
に
採
決
が
行
わ
れ
賛
成
多
数

（
賛
成
９
反
対
６
）
で
承
認
さ

れ
た
。

事
態
の
責
任
を
取
る
た
め
出

さ
れ
て
い
た
市
長
の
給
与
減
額

条
例
案
は
、
別
途
に
採
決
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
21
年
10
月
か

ら
12
月
ま
で
の
３
か
月
間
に
修

正
さ
れ
た
案
が
、
賛
成
多
数

（
賛
成
10
反
対
５
）
で
可
決
し

た
。

主
な
意
見

・
申
請
ミ
ス
に
至
っ
た
経
緯
は
。

・
介
護
保
険
料
が
ど
う
な
る
か

資
料
を
見
て
か
ら
採
決
す
べ
き
。

・
釧
路
市
は
、
幹
部
職
員
が
損

失
の
補
填
を
し
て
い
る
。

質

広
報
紙
等
が
郵
送
に
な
っ

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
。

質

行
政
区
の
再
編
が
必
要
で

な
い
か
。

24
団
体
に
50
万
円
を
上
限
に

活
動
支
援
し
て
い
る
。

寄
付
数

１
万
６
６
９
４
件

寄
付
額

２
億
６
２
１
４
万
円

課
題
点

返
礼
品
の
充
実
、
PR

強
化
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等

を
開
発
す
る
。

不
評
だ
っ
た
碓
井
定
期
路
線

は
、
光
代
・
沖
出
経
由
を
廃
止

し
、
下
臼
井
東
・
西
部
地
区
経

由
に
変
更
し
た
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
予
約
時

間
を
２
時
間
前
か
ら
１
時
間
前

に
変
更
。
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
各
地
区
へ
の
乗
り
換
え
を

可
能
に
し
た
。

意
見

屋
根
付
き
市
バ
ス
停
留

処
を
設
け
る
べ
き
。

意
見

フ
リ
ー
乗
降
地
域
を
除

く
バ
ス
停
以
外
で
の
乗
車
は
、

危
険
で
あ
り
指
導
す
べ
き
。

欠
員
７
名
（
稲
築
２
、
山
田

４
、
嘉
穂
１
）
。

意
見

活
動
を
し
て
い
な
い
委

員
も
い
る
。
推
薦
方
法
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

質

公
募
は
で
き
な
い
か
。

答

個
人
情
報
を
扱
う
の
で
慎

重
を
期
す
。

全
国
的
に
高
齢
者
の
就
労
が

増
え
、
会
員
が
減
少
傾
向
。
稲

築
地
区
の
組
織
率
が
低
い
。

課
題
点

高
齢
者
人
口
が
増
加

し
て
お
り
、
事
業
費
が
増
加
し

て
い
る
。
今
後
は
事
業
の
縮
少

及
び
廃
止
が
課
題
。

意
見

敬
老
会
は
、
高
齢
者
の

安
否
確
認
も
兼
ね
た
交
流
の
場

で
あ
る
。
補
助
金
は
減
額
し
て

も
継
続
す
べ
き
。

待
機
児
童
数

12
名

・
待
機
児
童
対
策
の
た
め
、
保

育
士
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

・
保
育
補
助
者
を
雇
用
を
し
た

１
園
に
約
１
６
９
万
円
の
補
助
。

・
３
歳
児
未
満
の
入
所
に
対
し

て
は
別
表
の
通
り
取
組
ん
だ
。
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田
中
よ
し
ゆ
き

議会報告
後援会ニュース

2021年9月号

№53

編集発行人

嘉麻市議会議員

田中 義幸
１
面

議
案
審
議
・
決
算
の
認
定

２
面

決
算
の
認
定

３
面

補
正
予
算
・
一
般
質
問

４
面

百
条
委
員
会
・
議
案
審
議
他

５
面

資
料
編

６
面

資
料
編

こ
の
議
会
報
告
書
を
ご

希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
優
先
配
布
い

た
し
ま
す
。
（
無
料
）

一
般
会
計
決
算
認
定
①

老人クラブ組織状況
単位

クラブ数

会員数

男 女 合計

山田地区 23 245 463 708

稲築地区 8 59 153 212

碓井地区 20 206 316 522

嘉穂地区 22 358 540 898

合 計 73 868 1,472 2,340

保育所等入所確保事業

7園に対して660万円支給した

0歳児
（対前年度増加分÷12）

×
30万円

1～2歳児
（対前年度増加分÷12）

×
15万円

保育園名 児童数
嘉穂らいむ保育園 ６０
めぐみ保育園 ６９
恵大保育園 １１４
山野保育園 ９９
なつき保育園 ９３
みどり保育園 ８９
あかり保育園 ６５
明見保育園 ６４
まこと保育園 ８５
栄保育園 ５７
一本松保育園 ２１

合 計 ８１５

広域受託者内訳

市町村 児童数

飯塚市 75

桂川町 17
田川市 ３

川崎町 ３

福智町 ２

糸田町 ２

粕屋町 １
北九州市 １

東峰村 １

合 計 105

行
政
区
運
営
交
付
金

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
納
税

市
バ
ス
運
営

老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業

私
立
保
育
園
運
営
事
業

全
会
一
致
承
認

敬
老
事
業

民
生
・
児
童
委
員
事
業



コ
ロ
ナ
対
策
で
１
人
10
万
円

の
給
付
が
行
わ
れ
た
が
、
受
給

し
て
い
な
い
人
は
64
世
帯
70
名

だ
っ
た
。

生
活
安
定
の
た
め
、
母
子
・

父
子
家
庭
の
母
や
父
に
資
格
取

得
の
支
援
を
す
る
。

月
額
14
万
円
か
ら
７
万
５
０

０
円
の
高
等
職
業
訓
練
促
進
給

付
金
と
、
５
万
円
か
ら
２
・
５

万
円
の
修
了
給
付
金
を
支
給
す

る
事
業
。

課
題
を
抱
え
る
世
帯
が
増
加
。

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
と
対
応
を
図
る
。

発
達
が
気
に
な
る
乳
幼
児
を

早
期
に
発
見
し
、
個
別
に
支
援

す
る
療
養
訓
練
な
ど
の
事
業
。

駆
除
に
要
し
た
費
用
の

１
／
２
で
上
限
１
万
円
を
補
助
。

昨
年
度
の
農
作
物
被
害
額
は
、

５
１
４
万
１
千
円
で
、
市
民
か

ら
の
被
害
等
相
談
件
数
は
３
４

８
件
だ
っ
た
。

・
わ
な
猟
免
許
費
用
助
成
３
名

※
助
成
内
容

受
講
手
数
料
５

２
０
０
円
、
予
備
講
習
会
費
用

３
５
０
０
円
と
診
断
書
等
経
費

の
半
額
を
助
成
す
る
。

狂
犬
病
接
種
状
況
と
登
録
数

①
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

・
中
小
企
業
等
緊
急
支
援
給
付
金

８
７
０
万
円

・
中
小
企
業
等
家
賃
支
援
給
付
金

１
２
２
万
６
千
円

・
新
し
い
生
活
様
式
対
応
助
成
金

３
０
９
８
万
５
千
円

②
事
業
者
及
び
企
業
者
支
援

・
商
業
店
舗
リ
ホ
ー
ム
補
助
金

経
費
の
１
／
２
で
50
万
円
を

上
限
と
す
る
（
７
件
）
。

・
移
住
定
住
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

起
業
経
費
の
１
／
２
で
10
万

円
～
１
０
０
万
円
を
上
限
と
す

る
（
２
件
）
。

・
足
白
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
利
用
者

６
６
２
０
人

・
足
白
農
泊
施
設
宿
泊
者
数

５
２
４
人

空
家
対
策
の
推
進
法
と
老
朽

家
屋
等
の
適
正
管
理
条
例
に
基

づ
き
老
朽
危
険
家
屋
の
所
有
者

等
を
特
定
し
た
。

※
５
頁
参
照

子
育
て
世
帯
の
転
入
者
等
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
た
。
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10万円の定額給付金内訳

18,610世帯中18,546世帯が受給

対象者数

（人）

受給者数

（人）
受給率

37,418 37,348 99.66％

高等職業訓練促進給付金 8人 計962万3500円

区分 月額 延月数 支給額

非課税者
養成課程最後の1年間 140,000 28 3,920,000

養成課程上記を除く1年間 100,000 30 3,000,000

課税者
養成課程最後の1年間 110,500 20 2,210,000

養成課程上記を除く1年間 70,000 7 493,500

修了給付金 修了した4人に計17万5000円を給付

区分 金額（円） 該当者数 支給額（円）

非課税者 50,000 ３ 150,000

課税者 25,000 １ 25,000

要保護児童世帯数 40

次年度繰越世帯数 26

要支援児童世帯数 88

次年度繰越世帯数 63

要保護児童；保護者のいない児童や保護者に監督
させることが不適当な児童。

要支援児童；保護者の養育を支援することが特に
必要と認められ、要保護児童に当たらない児童。

一

般

会

計

決

算

認

定

②

発達支援事業

事業区分 内容

① 療育訓練
登録者数213人、利用者数188人、
延人数788人

②

就学前巡回相談 要観察児（実人数225人、延人数242人）

小学校巡回相談 要観察児（延人数310人）

学童保育所巡回相談 ７学童保育園、延７回

民家への出没件数35件と目撃通報など98件

獣種 稲築 山田 碓井 嘉穂

イノシシ 22 8 1 2

シカ 1

アライグマ １

箱ワナ（大41基、小65基）、ワイヤーメッシュ柵は嘉飯桂全域

で整備距離約800㎞、電気柵約70㎞。

区分
世帯数

人数
説 明

市内
3世帯

11人
新築及び新築購入3件

市外
41世帯

132人

新築及び新築購入36件
中古購入5件

合計
44世帯

143人

新築及び新築購入39件
中古購入5件

自
立
支
援
給
付
金
事
業

要
保
護
児
童
対
策

発
達
支
援
連
携
事
業

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

商
工
業
振
興
費
事
業

観
光
拠
点
施
設
事
業

空
家
対
策

定
住
促
進

所
有
者
の
応
急
措
置

特
定
空
家
除
却
件
数

改
善
通
知
の
送
付

所
有
者
の
特
定

４
件

21
件

70
件

25
件

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
事
業

接
種
率

接
種
頭
数

登
録
頭
数

61
・
８
％

１
０
３
３
頭

１
６
７
２
頭

交
付
額
合
計

交
付
件
数

75
万
５
１
０
０
円

１
０
４
件

定
額
給
付
金
事
業

昨年捕獲実績

獣種 頭数

イノシシ 694

シカ 1,337

アライグマ等 486

鳥類 10



①
保
育
環
境
改
善
等
事
業
補
助
金

・
市
内
私
立
保
育
園
へ
補
助
金

50
万
円
×
10
園

40
万
円
×
１
園

②
一
時
預
か
り
保
育
事
業

30
万
円
×
６
園

※
１
日
だ
け
の
預
か
り
。
習
い

事
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
美
容
室

な
ど
で
利
用
で
き
る
。

他
に
１
週
間
預
け
ら
れ
る
子

育
て
短
期
支
援
事
業
が
あ
る
。

③
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

・
市
内
私
立
保
育
園

・
30
万
円
×
２
園

４
４
１
万
８
千
円

健
診
デ
ー
タ
な
ど
の
個
人
情

報
を
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
）
を
通
じ

て
市
区
町
村
間
で
情
報
を
共
有

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
。

１
８
３
９
万
９
千
円

①
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
強
化
対
策

博
多
和
牛
の
生
産
基
盤
確
保

を
図
る
た
め
の
補
助
。

・
１
６
４
頭
×
２
万
２
千
円

②
福
岡
畜
産
競
争
力
強
化
対
策

和
牛
肥
育
農
家
に
２
分
の
１

の
補
助
を
行
う
。２

６
０
０
万
円

１

馬
見
夕
日
迫
頭
首
工
災
害

復
旧
工
事

２

一
作
水
路
災
害
復
旧
工
事

３

白
門
た
め
池
管
理
道
路
災

害
復
旧
工
事

55
万
８
千
円

利
用
さ
れ
て
な
い
鴨
生
枝
坂

の
児
童
遊
園
を
用
途
廃
止
す
る
。

２
６
１
６
万
円

・
大
橋
・
筑
紫
線
道
路
整
備

・
五
反
田
・
立
田
線
道
路
改
良

他

３
０
０
０
万
円

白
木
橋
（
熊
ヶ
畑
第
３
行
政

区
）
の
沈
下
が
進
行
し
架
替
る
。

①
西
川
川
護
岸

４
２
５
０
万
円

将
来
的
に
崩
壊
の
可
能
性
が

高
い
、
上
山
田
西
川
河
川
の
護

岸
を
整
備
す
る
。

②
馬
見
地
区
道
路
法
面
防
災

８
１
０
万
円

不
安
定
に
な
っ
て
い
る
法
面

の
モ
ル
タ
ル
吹
付
を
行
う
。

16
万
６
千
円

熊
ヶ
畑
・
下
山
田
小
学
校
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
）
設
置
を

準
備
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）
を
配
置
す
る
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
は
、
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
法
律

に
基
づ
く
仕
組
み
。

３
２
２
３
万
６
千
円

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
中
小
企
業
者
等
に
、
臨
時
支

援
金
を
給
付
す
る
。

①

１
３
０
事
業
者
×
20
万
円

②

50
事
業
者
×
10
万
円

合
計
３
１
０
０
万
円
を
想
定
。

①
農
地
農
業
用
施
設
災
害

１
億
１
０
４
０
万
円

・
嘉
穂
地
区

１
１
６
箇
所

・
山
田
地
区

６
箇
所

・
稲
築
地
区

３
箇
所

・
碓
井
地
区

５
箇
所

②
林
道
災
害
復
旧
工
事

１
億
６
０
０
万
円

・
嘉
穂
地
区

６
箇
所

・
山
田
地
区

９
箇
所

③
普
通
財
産
災
害
復
旧

１
４
５
万
４
千
円

・
山
田
地
区

３
箇
所

④
嘉
穂
プ
ー
ル
駐
車
場
法
面
崩
壊

６
０
９
万
５
千
円

質

元
暴
５
年
条
項
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

課
長

脱
退
者
は
、
銀
行
口
座
の

開
設
・
住
宅
の
借
入
・
携
帯
電
話

の
契
約
等
が
５
年
間
で
き
な
い
。

質

暴
力
団
組
織
か
ら
離
脱
し

て
も
、
一
般
人
と
し
て
の
権
利

が
行
使
で
き
な
い
。
結
果
、
再

び
暴
力
団
員
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。
組
織
を
弱
体
化
さ

せ
る
た
め
に
、
こ
の
構
図
を
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会

復
帰
支
援
を
ど
う
考
え
る
か
。

課
長

理
解
の
あ
る
企
業
は
、

事
前
登
録
し
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

求
人
し
て
い
る
。
本
市
は
、
支

援
の
取
組
を
し
て
い
な
い
。

意
見

全
国
的
に
も
離
脱
者
は

多
い
が
、
就
労
に
結
び
付
い
て

い
な
い
。
就
労
支
援
を
し
て
初

め
て
暴
排
に
つ
な
が
る
。

質

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
今
回
の
学
校

建
設
事
業
の
よ
う
に
選
考
業
者

が
１
者
だ
け
に
な
っ
た
場
合
の

規
定
が
な
い
。
再
度
募
集
す
る

よ
う
改
正
す
べ
き
だ
。

市
長

担
当
課
と
協
議
す
る
。

質

法
務
省
が
行
っ
た
、
部
落

差
別
に
関
す
る
意
識
調
査
を
ど

う
分
析
す
る
。

課
長

交
際
・
結
婚
に
関
し
て

差
別
意
識
が
残
っ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
。

質

職
員
の
意
識
調
査
結
果
は
。

課
長

関
連
法
や
条
例
を
知
ら

な
い
職
員
が
５
割
以
上
い
る
。

質

非
常
に
問
題
だ
。
生
活
実

態
調
査
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

課
長

行
政
文
書
が
廃
棄
さ
れ

て
い
る
。
地
区
の
特
定
が
難
し

い
が
、
必
要
で
あ
り
実
施
方
法

を
検
討
し
た
い
。

質

部
落
差
別
解
消
推
進
法
の

目
的
を
問
う
。

課
長

部
落
差
別
が
存
在
す
る

こ
と
を
明
記
し
、
差
別
の
解
消

を
推
進
す
る
こ
と
だ
。

意
見

今
の
条
例
は
そ
の
ま
ま

に
し
て
、
部
落
差
別
の
解
消
に

特
化
し
た
、
新
た
な
部
落
差
別

解
消
推
進
条
例
を
作
る
べ
き
だ
。
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3
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

経
費
補
助

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
要
綱

一
般
会
計
補
正
第
５
号

よ

し

ゆ

き

の

一

般

質

問

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修

畜
産
振
興
総
合
対
策
事
業

匿名 所在地 内容 事業費 補助金

A 光 代 バルククーラー 4,884,000 2,220,000

B 小野谷 バルククーラー 7,040,000 3,200,000

C 宮 吉 バルククーラー 6,413,000 2,915,000

D 熊ヶ畑 ホイルローダー 5,742,000 2,610,000

E 西 郷 ホイルローダー 8,462,000 3,846,000

農
地
災
害
復
旧
工
事

児
童
遊
園
の
用
途
廃
止

道
路
維
持
補
修
４
箇
所

白
木
橋
架
替
工
事

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策

Ｃ
Ｓ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
導
入

21
年
８
月
豪
雨
被
災

一
般
会
計
補
正
第
６
号

中
小
企
業
者
等
支
援
金

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

暴
力
団
脱
退
者
就
労
支
援

部
落
差
別
解
消
法
推
進



２
０
２
１
年
８
月
５
日
に
石

原
浩
二
議
員
に
対
し
て
証
人
尋

問
を
行
っ
た
。

以
下
証
言
内
容
要
旨

・
令
和
２
年
６
月
９
日
飯
塚
市

の
割
烹
鯛
吉
で
相
談
を
受
け
た
。

・
新
庁
舎
建
設
の
業
務
委
託
に

関
し
て
と
、
義
務
教
育
学
校
建

設
に
関
し
て
の
一
般
質
問
を
止

め
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。

・
「
Ｇ
ホ
ー
ム
、
ｋ
建
設
、
ｈ

工
務
店
が
取
れ
る
よ
う
市
長
と

副
市
長
に
話
が
つ
い
て
い
る
」

と
言
っ
て
い
た
。

・
「
一
般
質
問
を
し
な
け
れ
ば

工
事
を
さ
せ
る
。
３
０
０
０
万

円
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。

・
鯛
吉
で
は
返
事
を
し
な
か
っ

た
が
、
そ
の
後
、
Ｔ
・
Ｆ
氏
か

ら
ｋ
建
設
の
事
務
所
と
、
電
話

で
ど
う
す
る
の
か
話
が
あ
っ
た
。

・
令
和
３
年
頭
に
全
員
協
議
会

が
開
か
れ
た
時
に
も
、
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
「
契
約
が
取
れ

な
く
な
っ
た
の
で
今
度
は
議
案

に
反
対
し
て
」
と
要
請
さ
れ
た
。

・
「
廣
方
議
員
に
議
長
を
辞
め

て
議
案
に
反
対
す
る
よ
う
要
請

し
て
ほ
し
い
。
議
長
給
与
分
の

１
０
０
万
円
は
用
意
す
る
」
と

Ｔ
・
Ｆ
氏
か
ら
話
が
あ
っ
た
。

21
年
８
月
18
日
に
ｋ
建
設
の

Ｔ
・
Ｆ
氏
、
Ｇ
ホ
ー
ム
の
ｊ
・

Ｉ
氏
そ
し
て
Ｈ
工
務
店
の
Ｔ
・

Ｈ
氏
の
証
人
喚
問
を
行
っ
た
。

（
氏
名
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
表
記
）

以
下
証
言
内
容
要
旨

・
「
新
庁
舎
の
業
務
委
託
に
つ
い

て
、
６
月
の
一
般
質
問
を
止
め
る

よ
う
石
原
議
員
に
言
っ
て
ほ
し
い
」

と
市
長
か
ら
頼
ま
れ
た
。

・
９
月
議
会
の
一
般
質
問
は
止

め
る
よ
う
言
っ
た
が
、
誰
か
ら

も
頼
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
時

見
返
り
の
話
は
し
て
い
な
い
。

・
石
原
議
員
に
、
「
特
定
を
持
っ

た
人
が
６
者
い
る
。
３
工
区
で

友
人
３
人
が
２
分
の
１
の
確
率

で
取
れ
る
。
も
し
取
れ
た
時
、

ジ
ェ
ネ
コ
ン
に
下
請
け
の
口
利

き
す
る
。
工
事
を
取
れ
な
か
っ

た
時
、
３
０
０
０
万
円
の
違
約

金
を
払
う
」
と
話
し
た
。

・
第
２
回
目
の
採
決
の
時
、
石

原
議
員
が
事
務
所
に
来
て
「
前

回
は
８
対
７
だ
っ
た
の
で
、
再

確
認
に
回
っ
て
い
る
。
前
回
賛

成
し
た
議
員
が
い
い
返
事
を
し

な
い
の
で
、
議
長
・
副
議
長
ポ

ス
ト
を
餌
に
相
談
に
行
っ
た
。

そ
の
議
員
は
考
え
と
く
と
の
返

事
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
。

以
下
証
言
内
容
要
旨

・
会
席
の
場
で
は
「
お
そ
ら
く

１
本
は
取
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

の
よ
う
な
話
だ
っ
た
。

・
な
つ
き
の
湯
で
石
原
議
員
と

会
っ
た
時
、
県
民
新
聞
に
一
般

質
問
を
し
な
け
れ
ば
３
０
０
０

万
円
と
い
う
こ
と
が
載
っ
て
い

た
の
で
「
名
誉
棄
損
に
当
た
る
」

と
言
っ
た
。

・
廣
方
議
員
へ
の
１
０
０
万
円

の
話
は
、
今
初
め
て
聞
い
た
。

以
下
証
言
内
容
要
旨

・
契
約
議
案
に
つ
い
て
、
特
定

の
議
員
に
賛
成
す
る
よ
う
要
請

し
た
こ
と
は
な
い
。

・
ジ
ェ
ネ
コ
ン
と
打
ち
合
わ
せ

し
て
い
な
い
の
で
、
何
の
仕
事

を
す
る
か
分
か
ら
な
い
。

・
Ｒ
Ｃ
建
築
は
実
績
が
な
い
。

桑
野
の
市
道
が
陥
没
し
て
い

て
、
高
齢
の
夫
婦
が
載
っ
た
乗

用
車
が
転
落
し
重
傷
を
負
っ
た

事
件
。
最
終
的
な
損
害
賠
償
額

は
次
の
通
り
。

人
身
傷
害
保
険
費

１
３
５
万
６
０
３
８
円

医
療
保
険
給
付
費

７
１
０
万
４
２
１
５
円

和
解
金

１
０
０
０
万
円

全
会
一
致
可
決

２
０
２
１
年
11
月
８
日
付
で

任
期
満
了
と
な
る
木
本
寛
昭
氏

を
再
任
さ
せ
る
議
案

全
会
一
致
同
意

２
０
２
１
年
12
月
31
日
で
任

期
満
了
に
な
る

楪

悦
子
氏
を

ゆ
ず
り
は

再
推
薦
す
る
議
案全

会
一
致
同
意

新
た
な
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
新
規
策
定
さ
れ
た

過
疎
計
画
を
承
認
す
る
議
案
。

全
会
一
致
可
決

義
務
教
育
学
校
の
名
称
を
、

開
校
準
備
委
員
会
（
有
識
者
、

ｐ
Ｔ
Ａ
、
行
政
区
長
等
、
校
長

等
で
組
織
）
か
ら
の
答
申
を
も

と
に
嘉
麻
市
立
稲
築
西
義
務
教

育
学
校
、
嘉
麻
市
立
稲
築
東
義

務
教
育
学
校
そ
し
て
嘉
麻
市
立

碓
井
義
務
教
育
学
校
に
す
る
議

案
。

全
会
一
致
可
決

山
高
跡
地
の
利
用
に
関
し
て
、

近
隣
市
民
へ
の
説
明
会
開
催
を

求
め
る
請
願
書
（
山
田
地
区
中

央
行
政
区
長
門
谷
義
人
氏
提
出
）

は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

２
０
２
２
年
度
の
政
府
予
算

と
地
方
財
政
の
検
討
に
当
た
っ

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
新
た

な
行
政
需
要
な
ど
も
把
握
し
な

が
ら
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に

見
積
も
り
、
地
方
財
政
の
確
立

を
め
ざ
す
よ
う
政
府
に
11
項
目

の
要
求
を
す
る
も
の
。

令
和
元
年
度
の
出
生
数
は

86
万
５
２
３
４
人
で
、
前
年
に

比
べ
５
万
３
１
６
６
人
減
少
し

過
去
最
悪
と
な
っ
て
い
る
。
少

子
化
対
策
は
、
わ
が
国
の
重
要

課
題
で
あ
る
。
少
子
化
克
服
に

向
け
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

政
府
に
対
し
て
現
在
の
負
担
に

見
合
よ
う
出
産
一
時
金
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。
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4

議
案
審
議

出
産
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る

地
方
財
政
の
充
実
強
化

転
落
事
故
の
損
害
賠
償

教
育
長
の
任
命

人
権
擁
護
委
員

新
た
な
過
疎
計
画

義
務
教
育
学
校
の
名
称

Ｔ
・
Ｆ
証
人

ｊ
・
Ｉ
証
人

Ｔ
・
Ｈ
証
人

開校準備委員会の答申内容

校区名 市民応募数 種類 名称案

稲築西 205 89
稲築義務教育学校

稲築西義務教育学校

稲築東 92 43 稲築東義務教育学校

碓 井 216 94 碓井義務教育学校

山
高
跡
地
利
用
の
請
願

意
見
書

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決
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5

把握している空家数及び状態

空家数 危険物件 注意物件

戸建て 長屋 戸建て 長屋 戸建て 長屋

稲築 388 263 125 55 47 8 2 2 0

山田 230 156 74 28 21 7 0 0 0

嘉穂 204 201 3 22 22 0 8 8 0

碓井 67 67 0 1 1 0 4 4 0

合計 889 687 202 106 91 15 14 14 0

※危険物件：緊急の対応を要する家屋

※注意物件：放置すると経年劣化で危険な状態へ移行する可能性のある物件

2021年7月31日現在危険物件所有者調査状況
（2021年7月31日現在）

所有者情報 全体 戸建 長屋

特定済 58件 51件 7件

追跡調査中 44件 37件 7件

不明 4件 3件 1件

計 106件 91件 15件

適正管理通知書の送達

総発送件数 2020年度 2021年度

283 126 38

連絡あり 115 69 12

連絡なし 168 57 26

説明：総発送件数は2016年度から現在までの総数

解体撤去数 2020年度

地区名 解体撤去 補助活用 自費解体

稲築 5（2） 2（2） 3（不明）

山田 8（3） 6（3） 2（不明）

嘉穂 4（2） 4（2） 0（不明）

碓井 4（0） 4（0） 0（不明）

計 21（7） 16（7） 5（不明）

※（ ）は市外に住む所有者の数

補助活用解体撤去総数38件の内訳

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 計

件数 5 4 7 6 16 38

※2020年度は、件数が増加しており問い合わせも増加。
※解体補助金は経費の1／2以内で、50万円を限度とする。

定員適正化計画による人件費相当額の推移（会計年度職員含む） 2021年4月現在

年度 2019 2020 2021 計
●対象職員・・・全員

定員適正化
計画

計画数
（実績比較）

404 397 391

△７ △6 △6 ●仮定条件（人件費換算）

人員

A 職員 397 391 385 A 職員（退職者） 900万円/人

B 任期付 25 31 B 任期付 450万円/人

C 再任用 32 35 36 C 再任用 350万円/人

D 臨時 452 D 臨時 220万円/人

E 会計年度 403 438 E 会計年度（短時間） 200万円/人

計 881 854 890

増減

（前年度比）

A 職員 △6 △6 △12

B 任期付 25 6 31

C 再任用 3 1 4 ※2021年度会計年度職員（35人増）の主なもの

D 臨時 △452 0 △452 ・市民課 4人（配置組替）

E 会計年度 403 35 438 ・学校教育課 5人（募集欠員人員の確保）

計 △27 36 9 ・生涯学習課 6人（募集欠員の確保）

影響額

A 職員 △5,400 △5,400 △10,800 ・産業振興課 6人（嘉穂アルぺ、コロナ事務）

B 任期付 11,250 2,700 13,950 ・選挙管理委員会 13人（衆議員選挙）

C 再任用 1,050 350 1,400

※影響額の単位は万円
D 臨時 △99,440 0 99,440

E 会計年度 80,600 7,000 87,600

計 △11,940 4,650 △7,290
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2017年から2020年度までの生活保護申請等状況
申請 取下げ 却下 開始 廃止 世帯 人員

2017年度 133 18 10 104 164 20,636 29,533

2018年度 101 18 8 75 134 19,783 27,886

2019年度 123 8 15 103 140 19,158 26,606

2020年度 157 10 12 135 135 19,054 26,009

2017年から2020年度までの生活保護の状況

被保護世帯数 被保護者数 保護率 福岡県の保護率 全国の保護率

2017年度 1,693 2,416 6.37％ 2.49％ 1.67％

2018年度 1,625 2,288 6.13％ 2.44％ 1.66％

2019年度 1,587 2,211 6.04％ 2.40％ 1.64％

2020年度 1,593 2,189 6.09％ 2.38％ 1.64％

返還金、徴収金の状況（法第63条、77条、78条適用状況）
63条 77条 78条

件数 返還対象金額 返還決定額 件数 徴収決定額 件数 徴収決定額

2017年度 98 42,210,687 41,832,682 0 0 70 26,918,295

2018年度 94 38,743,096 38,651,684 0 0 62 15,439,468

2019年度 75 18,076,416 17,918,259 0 0 71 23,708,493

2020年度 110 29,170,127 29,049,245 0 0 59 17,222,190

※生活保護法の解説
第63条；申告ミスなど意図的でなかった場合の不正受給。
第78条；悪意があって不正を働いた場合に適用され、申告していない収入などに対していくらか増額して徴収される。
第85条；詐欺罪で警察に告訴される。

2020年度 要保護・準要保護児童生徒認定率（2021年3月1日現在）

学校名 児童数 要保護 準要保護 合計 要 認定率 準 認定率 要・準認定率

熊ヶ畑小学校 18 0 11 11 0.0％ 61.1％ 61.1％

上山田小学校 206 23 99 122 11.2％ 48.1％ 59.2％

下山田小学校 116 5 51 56 4.3％ 44.0％ 48.3％

稲築西小学校 470 40 210 250 8.5％ 44.7％ 53.2％

稲築東小学校 320 22 119 141 6.9％ 37.2％ 44.1％

碓井小学校 247 11 117 128 4.5％ 47.4％ 51.8％

嘉穂小学校 301 1 83 84 0.3％ 27.6％ 27.9％

牛隈小学校 127 3 45 48 2.4％ 35.4％ 37.8％

小学校合計 1,805 105 735 840 5.8％ 40.7％ 46.5％

山田中学校 190 12 92 104 6.3％ 48.4％ 54.7％

稲築中学校 253 18 122 140 7.1％ 48.2％ 55.3％

稲築東中学校 158 14 57 71 8.9％ 36.1％ 44.9％

碓井中学校 106 8 44 52 7.5％ 41.5％ 49.1％

嘉穂中学校 191 1 51 52 0.5％ 26.7％ 27.2％

中学校合計 898 53 366 419 5.9％ 40.8％ 46.7％

小・中合計 2,703 158 1,101 1,259 5.8％ 40.7％ 46.6％

【用語説明】

〇要保護児童生徒；生活保護法第6条第2項に規定する要保護者で、生活扶助及び教育扶助受給対象者世帯の児童生徒。

〇準要保護児童生徒；要保護世帯以外の児童生徒の保護者で、住民税非課税などの規定に該当し要保護者に準ずる程度

に困窮していると認められる世帯の児童生徒。

要＝要保護
準＝準要保護


